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福島第一原子力発電所から
3km沖（2019年）



１９５４年 第五福竜丸被ばくをうけて、調査開始（俊鶻丸）

１９５０年～ 米ソ大気圏内核実験増加をうけて、調査を強化

１９６４年～ 米国原子力艦（潜水艦）寄港地の調査開始

１９７２年～ 深海への低レベル放射性廃棄物投棄予備調査開始

１９７4年～ 原子力船「むつ」の放射線放出事故対応 → 公的に「風評被害」という言葉が使用

１９８６年 チェルノブイリ事故対応調査

１９９３年 旧ソ連日本海への放射性廃棄物海洋投棄に対して、IAEA、韓国、ロシアと国際共同調査

１９９７年 鳥島での米国の劣化ウラン弾誤射影響調査

１９９９年 東海村JCO臨海事故対応

（２０１０年 水産庁に出向）

２０１１年〜 東電福島第一事故対応

（２０１４年 研究所に復職）

韓国とのWTO紛争解決に専門家として参加、ALPS処理水の委員会の委員 等々

水産機構における主な放射能調査と個人の経歴
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福島県産海産物のモニタリング結果

福島県産海産物のモニタリング結果
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【参考】調査結果の内訳（海産種）
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（水産庁HPより）

2024年10月18日に、我が国の海産物の出荷制限種は全て解除されました。



魚中の塩類の流れ

飲水Na+
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鰓より吸収
Cs+

Cs+
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魚＞淡水
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参考文献：
会田勝美編、魚類生理学の基礎,2002
Furukawa et al., Fisheries Science, 78(3) 597-602, 2012

・放射性Csは体外に排出されるので、蓄積し
つづけない。

・魚中（特に浮魚）の濃度は海水に依存する。

低張尿（多量）

H2O (濃度勾配による移動）

1. セシウムは、水によく溶ける性質があります。
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半透膜

濃度（浸透圧）が等しくなるように薄いほうから水が移動する。

水生生物は、この水の移動を防ごうと
している。

浸透圧

高い

低い

海水

淡水

軟骨魚類

海産硬骨魚類 淡水産硬骨魚類

無脊椎動物

◯水を飲まない。
塩分が出にくい。◯水を飲む。

余分な塩分を強制排出。

◯水を飲まない。
塩分が出にくい。

水の動き

濃い薄い

同濃度

◯等浸透圧
塩分が出やすい。

液面差（浸透圧）

水生生物の浸透圧調節（概略）

1/3好適環境水
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2024年10月18日に、我が国の海産物で出荷制限種は全て解除されました。

福島県魚連より、

散発的に検出される基準値超過検体の原因を解明してほしい
との要望。



・港湾内の魚の駆除数は、9850 匹（2025年4月末）。

・現在でも、Cs-137濃度が数百Bq/kg-wetの魚類が、F1港湾内で捕獲されている（毎月公表）。Completion status of seabed coating work inside the port at Fukushima Daiichi
Nuclear Power Station

<Reference>
April 23, 2015

Tokyo Electric Power Company

Construction area Area（m2） Amount of concrete （m3） Start date Completion date

Area I 50,900  10,700 2014.07.17 2014.10.03

Area II 129,700 21,800 2014.12.14 2015.04.23

Total 180,600 32,500 2014.07.17 2015.04.23

The figure shown at the “Amount  of concrete” is provisional and is subjected to change. 

<Reference> Area with the coating done in front of the water intake. 
(On the side of Unit 1 to 4)  Coating area: Approx. 34,000m2/ Construction period:  2012.3.14 to 5.11.
(On the side of Unit 5 & 6) Coating area: Approx. 38,600m2 / Construction period: 2012.5.16 to 7.05.

* Open ditch of water intake has sea slugs, therefore, covering material with bentonite slurry was applied to make it duplex coating.                

Area I Coating done in 2012

Area II

Coating done in 2012

Unit 1 to 4Unit 5 & 6

Area I Area II
Coating image

Covering material B
(Durability ensured)

Covering material A
(Containing sea slugs)

Covering material A
(Durability ensured)

* For Area I,  in order to contain sea slugs sitting on the sea floor, firstly a small amount of 
Covering material A using bentonite slurry was applied, and then Covering material B using pit 
sand slurry was coated over so as to improve durability.  As for Area II, since there are no sea 
slugs exist, only Covering material B was applied. 

Completed on April 23

The thickness of the coating is planned to be checked through 
bathymetry. And based on the data taken, additional coating 
will be performed to strengthen durability if necessary.

Improve 
durability

Improve 
durability

Prevent 
scattering

Prevent 
scattering

Seabed sandSeabed sand

Sea slugs

メガフロートの移設終了(2019年5月）

海水のCs-137濃度は、1Bq/L前後

海水のCs-137濃度は、10Bq/L前
後

2019年頃の福島第一原発専用港湾内の状況

K排水路

海底土の放射性Cs濃度は1万9千から
15万 Bq/kg-wet

基準値超過検体が発生する原因？

基準値超過検体が発⽣する原因は、港湾由来の⿂類が原因では︖
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方 法 ：F1港湾内で採取された魚類（41検体）とF1港湾外で採取された魚類（25検

体）の間で濃度差がある元素等を探索。耳石から検出されるβ線（2πガスフ
ローカウンターにより３回測定の平均）を使う。

クロソイ
サンプル ID 採取⽇ 筋⾁中の放射性Cs濃度

（Bq/kg-wet） 年齢 試料提供

♯1 2021/2/22 500 4 福島⽔産海洋C

♯2 2021/4/1 270 3 福島⽔産海洋C
♯3 2022/1/26 1,400 4 福島⽔産海洋C

判別する試料（採取場所は全てF1港湾外）

クロソイの耳石。

基準値超過検体がF1港湾由来か検証

8



⽿⽯からのベータ線と検体数. β線カウント50以下のみを図⽰.
⻩⾊⽮印は判別試料のβ線のカウント位置.
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ベータ線の強さ（計測数）が５未満の場合には、港湾内と港湾外が混在。
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ロジスティック回帰分析（β線のみ説明変数）
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筋肉中のCs-137濃度と耳石のβ線強度に相関はない。
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福島第一原子力発電所20ｋｍ圏内海域峑採取した崗嵕崥崌峘測定結果（続報）

¾ 福島第一原子力発電所20km෠内海域峑2019年5月28日峕఼取
峁峉崗嵕崥崌峕峎岮峐岝総合嵊崳崧嵒嵛崘計画峕ಋ峴放ೝ能分ෲ峼実施峁峉
結果岝以下峘通峴峒峔峴峨峁峉岞（崣崟崎嵈෯度峕峎岮峐峙６月４日岴知峳峅済峩）

崣崟崎嵈
134

崣崟崎嵈
137

崣崟崎嵈
合計

崡崰嵕嵛崩崎嵈90
(1回目) (2回目)

6.7 95 101.7 54 52

¾ 福島第一原子力発電所峑峙岝௃೓内峢峘ຂథ峘出入峴峼防止峃峵
対策峼強化※峁峐岴峴岝当ჾ崗嵕崥崌఼取以ఋ20km෠内海域峑఼取
岿島峉ຂ介థ峙岝峃峣峐出෰制限峘基準峼大岷岹下回峍峐岮峨峃岞

¾ 20km෠内海域岴峲峝௃೓内峕岴岻峵ຂ介థ峘放ೝ能分ෲ結果峙岝今後峬ದ次岴知峳峅峁峐峨岮峴峨峃岞

� 当ჾ崗嵕崥崌峼成人岶200g食峣峉場合岝崣崟崎嵈峕峲峵線量（൙෿峘峩）峙0.3μSv岝崡崰嵕嵛崩崎嵈峕
峲峵線量（൙෿峕加岲శ可食部峘෗峼含峪）峙0.3μSv岝合計峑約0.6μSv（๢部嵔嵛崰崚嵛1回
（約50μSv）峘約80分峘1ங度）峒峔峴峨峃岞峔岴岝崡崰嵕嵛崩崎嵈峙主峕෗峕໮஋峃峵峉峫岝当ჾ崗嵕崥崌
峘可食部（൙෿）峊岻峼食峣峉場合峕峙崡崰嵕嵛崩崎嵈峕峲峵線量峙上記峲峴低岹峔峴峨峃岞

� 当社峑峙岽島峨峑約150回峘崡崰嵕嵛崩崎嵈90分ෲ峼行峍峐岷峨峁峉岶岝当ჾ崗嵕崥崌岴峲峝2017年1月
28日峕఼取岿島峉崗嵕崨崌(30Bq/kg生) 以外峙岝峃峣峐10Bq/kg以下峑峃岞

� 当ჾ崗嵕崥崌峘఼取峼౷峨岲岝福島県水産海ஞ研஢崣嵛崧嵤峑実施峁峉崗嵕崥崌峘ಸ急時環境放ೝ線
嵊崳崧嵒嵛崘検査（6月4日～7月19日）峑峙岝計23検体峘崣崟崎嵈෯度峙峃峣峐検出限界க౞௥＊峑峁峉岞
＊出๕：ഥ和元年度第4回福島県ී業協同組合長会資料

（Bq/kg生）

T-S7
2Fഢ地బ合2km付近

10km

20km

※ ௃೓口峕設置峁峉3重峘ೲඵ峁ි峘岰峋岝嵉崸嵓ි(目合岮：約8cm஛方)峕峎岮峐１反（約60m）岵峳２反（約120m）峕భ長

9 崣崟崎嵈峙可食部（൙෿）峼೾定
9 崡崰嵕嵛崩崎嵈峙෗峼含峪ຂ全体（内ට峼௾岹）峼೾定
9 ஛半期岾峒峕崣崟崎嵈෯度峘高岮5検体峘崡崰嵕嵛崩崎嵈峼೾定

サンプル ID 採取日 年齢
筋肉 Cs-137
(Bq/kg-wet)

耳石 β線
（カウント/60min)

提供

T-1

2019/5/28

4
95（3尾まとめ

て測定）

0.36 東電

T-2 4 2.89 東電

T-3 8 698 東電

（東京電力HPより）

耳石からのベータ線を用いた応用-1
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IP画像

年齢査定用の耳石顕微鏡写真

位置合わせに使う下の２画像を使用

2019年
5⽉
28⽇

採
取

IPと顕微鏡画像の重ね合わせ

3歳（2014年）で汚染と推定

T-3を使用（698カウント）

コントラストup

＋

耳石からのベータ線を用いた応用-2

ガラスプレート上の耳石 9
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2022年採取

• 2歳の魚類でも基準値を超過している。

• 最大値は、19歳のムラソイで、1600 Bq/kg-wet.

2023年採取

• 1歳の魚類でも基準値を超過している。

• 最大値は、3歳のアイナメで、1200 Bq/kg-wet.

• 最小値は、13歳のクロソイで、3.0 Bq/kg-wet.

年齢（歳）
年齢と筋肉中のCs-137濃度の関係

年齢（歳）

年齢と筋肉中のCs-137濃度の関係

（Bq/kg-wet)

（Bq/kg-wet)

100

100

F1港湾内の駆除魚類の年齢

2023年採取

2022年採取

東電に港湾対策の強化を要請

10



Ⅳ．福島第一原子力発電所港湾魚類対策（実施状況）
© GeoEye/日本スペースイメージング
（メガフロート係留場所、シルトフェンス等を加工処理）

エリア②被覆
（2016.12完了）

東波除堤

物揚場

南防波堤

「Product(C)[2019] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.」

5/6号機開渠被覆
（2012.7完了）

1～4号機開渠被覆
（2024.6完了）

外網
北防波堤

内網①
内網②

エリア①被覆
（2016.12完了）

追加魚類移動
防止網 本設魚類移動

防止網

内網③

多重網使用

内網④追加

仕切提

集魚灯設置

10

無断複製・転載禁止　東京電力ホールディングス株式会社

• 中断されていた開渠内での駆除再開。

• 港湾内への魚の出入りを防ぐというこれまでの方針に、港湾内で基準値超過検
体が生じさせない方針も追加。

東京電力の港湾対策の強化-1
2023/06/06 10:20  - Yahoo!

https://neZs.\ahoo.co.jp/articles/24c3a3b74eb85947204be89b93bcb4ba11051d88 1/6

残䜚 㻠日 1㻡時間 㻟㻥分 㻣秒

残䜚 㻠日 1㻡時間 㻟㻥分 㻣秒

1

2

3

参考

• 耳石による年齢査定の結果、4歳魚。

• 耳石からベータ線が、9.2カウント検出。

• 仮にこのクロソイが港湾外で採取されても
港湾内由来であると判定できた。

2023年5月18日

11

開渠の海水のCs-137濃度は、10Bq/L前後
K排水路



東京電力の港湾対策の強化-2

5

 2022年2月以降、港湾における魚類捕獲の強化等、港湾魚類対策の強化を実施してきました。

表 エリア別の分析数と100ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超えた分析試料数 図 港湾における魚類捕獲のエリア分け

 2023年9月に1-4号機取水路開渠出口
の魚類移動防止網の微細化、2024年3
月に東波除堤の魚類移動防止網のリプレイ
ス工事、2024年6月に1-4号機取水路開
渠内の海底再被覆工事が完了しています。

 2024年度も、魚類捕獲の強化を継続して
いますが、これまでのところセシウム濃度が
100ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超える魚類は捕獲されて
いません。

 引き続き、港湾内の魚類のモニタリング等、
港湾魚類対策に取り組んでまいります。

【参考】発電所港湾における魚類のモニタリング状況

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

分析数
100

ﾍﾞｸﾚﾙ/kg
超過数

超過
割合

港湾口付近 12 0 0% 108 3 3% 67 4 6% 3 0 0%
南防波堤付近 9 1 11% 35 0 0% 15 1 7% 5 0 0%
北防波堤付近 41 0 0% 134 8 6% 82 6 7% 17 0 0%
東波除堤付近 23 5 22% 119 14 12% 51 2 4% 12 0 0%
1～4号機取水路開渠 12 12 100% 13 11 85% 0 0 0%
物揚場付近 3 1 33% 7 0 0% 45 2 4% 3 0 0%

全体 88 7 8% 415 37 9% 273 26 10% 40 0 0%

2024年度（4月～2025年1月）2023年度

捕獲エリア

2021年度 2022年度

（東京電力HPより）

2024年4月から2025年1月（2～5月も）は、
港湾内駆除魚類の基準値超過検体はゼロ。

12



農産物 水産物
畜産物

（野生鳥獣肉含）
その他（乾燥
椎茸など）

卵・乳製品

平成23年度 51 (7) 2 (0) 543（82） 91 （17） 0 (0)

平成24年度 6 2 5 11 0

平成25年度 7 0 0 0 0

平成26年度 8 0 0 2 0

平成27年度 8 0 1 3 0

平成28年度 9 0 0 2 0

平成29年度 9 0 0 ０ 0

平成30年度 10 0 0 2 0

令和元年度 ３ 0 0 2 0

令和2年度 21 0 0 1 0

令和3年度 39 0 4 5 0

令和4年度 10 0 0 1 0

令和5年度 14 0 0 2 0

（データは厚労省HPより）

○福島県漁連は、2011年3月15日に漁業操業の自粛を決定。その後、安全性が確認されたもののみ操業。

○養殖魚においては、モニタリング検査を含めても粗放養殖以外で基準値を超過したことはありません。

流通品検査（赤字は、当時の基準500 Bq/kg超過)

13



NHKニュース（2020年11月17日）

EU、米FDA、WHO/FAO の基準には、いずれもマイナーフード（食物としての重要性が低い食品で、
地域住民の食品消費量にわずかしか寄与しないような食品: スパイス、ハーブ、トリュフ、キャビアな
ど）の基準値は、一般食品の基準値の10倍とされている。

日本の基準値では、この例外がないため、復興の足枷となっている（←淡水魚にも、当てはまる）。

※ノルウェーの少数民族サーミのトナカイ肉は、サーミは食べていけないけど、販売しても良いとい
うかなり稀な例。

14

日本の基準値はマイナーフードに関する例外を認めてない



出荷制限→→ 遊魚券の販売が禁止
第5種共同漁業権下の魚類（増殖義務）

² 出荷制限解除が難しいので、多くの漁協が自粛中
² 多くの場合、販売されている淡水魚は養殖魚
² 遊魚券の販売が漁協の主な収入源 ←補償の対象
² 出荷制限により、釣りが禁止されている
→食べないので釣りをさせて欲しいという要望大
→キャッチandリリース（中禅寺湖）を実施（福島でも検討中）

• これ以外の魚類は基準値を超えても規制なし
例:はやま湖のブラックバス

淡水魚の出荷制限や検査の問題点

15

内水面の調査（富岡川）

内臓

摂餌

胃内容物

川底石

アユ

アユの放射能検査は、全体を使って測定されている。

藻類
川底土
放射性Cs粒子



ALPS処理水放出の影響

処理水放出の影響

• 福島県漁業に大きな風評影響は生じていない（北海道経由で輸出していたナマコ以外）。

• 福島県は事故前から輸出実績がないので、ナマコ以外輸入停止の影響を受けていない。

• 中国の日本産水産物全面輸入停止により、日本の水産業に打撃（風評影響）。

• 中国の輸入停止措置が、国内での風評影響を生じさせなかったとも考えられている。

910 億円 、中国向け（467億円、北海道産8割）

日本の水産業の生産額約1兆6000億円

2024年上半期（１〜6⽉）の輸出額の前年同期⽐

871億円（22.5 %)

17データは、「2024 年上半期(1－6 月)における農林水産物・食品の輸出実績について」より

2023年: 3901億円
2024年: 3609億円



試験操業による水揚げ量の推移（トン）

試験操業の対象海域

◆底びき網は、試験操業対象
種以外の混獲を少なくするた
め、沖合に限定した操業をして
います。

◆各漁法の許可の内容や漁業
権等のルールに基づいて操業
が行われています。

試験操業は福島第一
原子力発電所の半径
10km圏内を除く福島
県沖で行われていま
す。

平成29年3月現在

• 2012年6月、3種より試験操業を開始（タコと貝）。

• 2021年3月に試験操業を終了し、現在は本格操業移行への準備期間。

• 仲買人や運送業者不足による水揚げ量の制限や開場時間の制約。
• 水揚げ量増加による値崩れの懸念。

• 水揚げ量が増えない他の理由も存在。
現在の試験操業海域

年 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

水揚げ量 25,914 122 406 742 1,512 2,100 3,281 4,010 3,641 4,533 4,976 5,525 6,326

H22との
比(%)

- 0.47 1.5 2.9 5.8 8.1 12.7 15.5 14.0 17.5 19.2 21.3 24.4

福島県の水産業の状況

• R6年の水揚げ量は、H22年比で25.6 %、水揚げ金額は、H22年比で39.2 %

• 処理水の影響を受けていないだけで、風評被害がなくなったわけではない（風評の固定化）
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水揚げ量が増えない理由

震災前は、コウナゴ（イカナゴの稚魚）は5百～4千トン、
メロウド（イカナゴの親魚）は2千～8千トンの水揚げがあり、
平成22年の沿岸漁業の水揚量に占めるイカナゴ（コウナゴ、
メロウド）の割合は、30％であったが、資源の減少による操
業自粛のため、現在は水揚げされていない。

底びき網による令和４年漁期（2022年漁期）の福島県沖における曳網時間は震災前の26％、漁獲量＊は63％となっている。特

に相馬地区沖合底びき網で、福島県沖における漁獲量は101％と震災前と同等となっている。

表１ 福島県沖の漁獲努力量・漁獲量・CPUE（kg/曳網時間）

（水産資源研究所 令和5年度参考成果より）

（＊ 操業日誌データのため漁獲量とした）

イカナゴ（コウナゴ、メロウド）の水揚量推移

底びき網における福島県沖の漁場利用状況

3

震災前は、コウナゴ（イカナゴの稚魚）は5百～4千トン、
メロウド（イカナゴの親魚）は2千～8千トンの水揚げがあり、
平成22年の沿岸漁業の水揚量に占めるイカナゴ（コウナゴ、
メロウド）の割合は、30％であったが、資源の減少による操
業自粛のため、現在は水揚げされていない。

底びき網による令和４年漁期（2022年漁期）の福島県沖における曳網時間は震災前の26％、漁獲量＊は63％となっている。特

に相馬地区沖合底びき網で、福島県沖における漁獲量は101％と震災前と同等となっている。

表１ 福島県沖の漁獲努力量・漁獲量・CPUE（kg/曳網時間）

（水産資源研究所 令和5年度参考成果より）

（＊ 操業日誌データのため漁獲量とした）

イカナゴ（コウナゴ、メロウド）の水揚量推移

底びき網における福島県沖の漁場利用状況

3

R6年度第5回組合長会議資料より
R6年度第1回組合長会議資料より

• 自然現象により不漁もあるので、一概に事故影響と言えない部分がある。
• 単価の高い魚種の増加により水揚げ金額は増えてきている。

• 世代交代、高齢化も努力量減少の要因。



風評被害の定義（関谷, 2014)

風評被害とは、ある社会問題（事件・事故・環境 汚染・災害・不況）が、報道されることによって、
本来「安全」とされるもの（食品・商品・土地・ 企業）を人々が危険視し、消費、観光、取引をやめ
ることなどによって引き起こされる経済的被害を指す。風評被害とは本来「安全」にも関わらず売れ
ないというものを指す。

過去 現在

事故による汚染

実害 → 風評被害 → 風評の固定化

汚染の収束

- 福島県の場合 -

福島県の固定化された風評被害

19

一度、本当に実害が生じている。



あくまでも説明用の順位です。
事故前
1.北海道
2.長崎
3.宮城
4.福島
5.茨城
. ---
10.宮崎
. ---
. ---
.---

科
学
的
に
安
全

選
ば
れ
る
順
番

事故後
1.北海道
2.長崎
3.宮城
4.茨城
5.三重
. ---
10.宮崎
. ---
. ---
XX.福島

選
ば
れ
る
順
番

• どうすれば元の順位に戻る？
• 科学的に安全は当たり前。

・代替産地が存在する。
（棚を奪われる）→元に戻すには
コスト増

出荷がなかったので下位へ
ブランド価値の毀損

風評の固定化

科
学
的
に
安
全

実害 → 風評被害

-代替産地がない例-
福島産キュウリは、事故以前から
7～8月に東京市場入荷料の40%
以上。

2018年の福島のコウナゴは他産
地の不漁で記録的高値をつけた。

福島産ヒラメは、値が回復。

20
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（百万円）

福島県 約180億円

北海道 約2260億円

䠒 水産物の消費

ẦếềỊ人口100万人以上ỉ国ỉ中Ể第ᾀ位ỂẝẾẺ日本ỉᾀ人当Ẻụ᫢用ᮄ介᫏消ᝲ᣽ỊẆ増加傾向ử
示Ẵ世界ểỊ対照的Ệ減少傾向ử示ẲềẟộẴẇ
᫢用ᮄ介᫏ỉᾀ人ᾀ年当Ẻụỉ消ᝲ᣽ỊẆ平成13ί2001ὸ年度ỉ40.2kgửἦὊἁỆ減少傾向ỆẝụẆ平成23
ί2011ὸ年度ỆᎹ᫏ểᡞ᠃ẲẆ令和ᾂί2021ὸ年度ỆỊ23.2ᾺᾶểễụộẲẺẇ

主ᙲ国Ὁ地域ỉᾀ人ᾀ年当Ẻụ᫢用ᮄ介᫏
消ᝲ᣽ỉ推移ί粗᫢料ἫὊἋὸ

᝻料ᾉFAOẐFAOSTAT(Food Balance sheets)ẑί日本以外ὸẆᠾ林水産省
Ẑ᫢料ᩔዅᘙẑί日本ὸ

注ᾉ粗᫢料ểỊẆ廃棄ẰủỦᢿ分ờ含Ữẻ᫢用ᮄ介᫏ỉ数᣽ẇ

᫢用ᮄ介᫏及ỎᎹ᫏ỉ1人1年当Ẻụ消ᝲ᣽
ỉ推移
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kg/人年

魚介類

肉類

令和䠏(2021)年度
䠄概算値䠅34.0kg/人年

令和䠏(2021)年度
䠄概算値䠅23.2kg/人年

平成13(2001)年度
䝢䞊䜽䠖40.2kg/人年

平成元(1989)年度
25.8kg/人年
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᝻料ᾉᠾ林水産省Ẑ᫢料ᩔዅᘙẑ

水産෼の消ඇ

水産ླྀ通適正化๑の施行
令和ᾃί2022ὸ年ỆẆᢌ法Ệ採捕ẰủẺ水産物ỉ流ᡫᢅ程Ểỉ混入等ử᧸止ẴỦẮểử目的ểẲẺẐ特定水産
動植物等ỉ国内流ᡫỉᢘ正化等Ệ᧙ẴỦ法律ί水産物流ᡫᢘ正化法ὸẑầ施ᘍẰủộẴẇ
本法律ỊẆ国内Ệấẟềᢌ法Ầếᢅ剰ễ採捕ầᘍỪủỦấẸủầ大Ẩẟᮄ種ί特定第一種水産動植物ᾉỴ
ὁἥẆἜἰἅẆἉἻἋỸἜἀẇἉἻἋỸἜἀỊ令和ᾆ年ẦỤᢘ用ὸỆếẟềẆṞ漁業ᎍ等ỆợỦᘍ政機᧙ồỉ届出Ẇ
ṟ漁獲番号等ỉ伝ᢋẆṠ取引ᚡ᥵ỉ作成Ὁ保存Ẇṡ᠞出時Ệ国ầ発ᘍẴỦᢘ法漁獲等ᚰ明書ỉ添付ử፯務
付ẬỦểểờỆẆ国ᨥ的ỆIUU漁業ỉấẸủầ大Ẩẟᮄ種ί特定第二種水産動植物ᾉỶỽẆἇὅἰẆἇἢẆἰỶὁ
Ἁὸ等ỆếẟềỊẆ᠞入時Ệ外国ỉ政府機᧙等発ᘍỉᚰ明書等ỉ添付ử፯務付ẬỦẮểểẲềẟộẴẇ

水産流ᡫᢘ正化制度ỉ概ᙲ
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2010年 県別海面漁業生産金額（農林水産省）



Ø 事故後の放射能汚染は収束し、福島の漁業は試験操業から本格操業移行期間に

入ったが、本格操業の見通しは立ってません（固定化された風評が存在）。

Ø ALPS処理水による風評影響が福島に生じなかったため、事故後の風評が忘れら

れつつある。

Ø 内水面漁業は未だ中断しているところが多いが、漁協による自粛が多く自治体

等から公表されていないため、世間的にあまり知られていません。

Ø 一般的に思われているほど、水産業の復興は進んでいません。

ま と め
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